




無機質肥料購入価格の推移（指数2001年=100）

近年、化学肥料の急激な価格高騰や供給
不安定化の懸念から、国内農作物の安定生
産が危惧されている。トマトは1作に必要な
窒素施用量が35kg/10aと極めて高い作目で
あり、環境負荷軽減の見地からも肥料使用
量の削減が求められている。
そのため、本研究では低窒素施肥条件で

も十分な収量と品質を確保できる低窒素適
応性トマトを開発することにより化学肥料
の使用量・コストを低減し、トマトの国内
生産の安定化、環境への窒素負荷の低減を
図ることを目的とする。

１．研究背景・目的

２．研究内容と研究成果

３．達成目標と達成状況

担当研究機関：農研機構・野菜花き研究部門

対象品目：トマト

中課題２ 窒素肥料利用効率の高いトマト品種候補の開発

【研究概要及び成果】

令和４年度補正予算「食料安全保障強化に向けた革新的新品種開発プロジェクトのうち食料安全保障強化に資する新品種開発」

ロックウール耕による
低窒素適応性評価

・低窒素条件での収量が優れるオランダ品種と
日本品種の組換え近交系集団（RIL）を供試
して、低窒素条件での乾物生産量、収量を
評価し、窒素肥料を30%低減しても窒素十
分条件の慣行品種と同等の収量・品質が得
られる系統を選抜した。

・RILを供試して低窒素条件での乾物生産量を
評価し、低窒素条件での乾物生産量に関わ
るQTLを同定した。

・低窒素条件で乾物生産に優れる個体を選抜す
るスクリーニング指標として、低窒素条件
での乾物重生産に優れる系統において、特
異的に発現変動する発現遺伝子を同定した。

達成目標 達成状況
・低窒素適応性に優れたF1親系統候補を
選抜する。

・低窒素適応性のQTLを同定する。
・低窒素適応性系統を選抜するためのス
クリーニング指標を開発する。

・低窒素適応性に優れる5系統を選抜した。
・低窒素条件での地上部乾物生産に関わる

QTLを同定した。
・スクリーニング指標として、低窒素条件で
の乾物生産量と関連した発現遺伝子を2つ同
定した。

選抜した低窒素適応性
系統



１．研究背景・目的

２．研究内容と研究成果

３．達成目標と達成状況

担当研究機関：農研機構野菜花き研究部門、朝日アグリア株式会社

対象品目：ブロッコリー

キャベツが有する強度抵抗性のブロッ
コリーへの導入を図るため、ブロッコ
リー系統を用いた戻し交配を実施すると
ともに、幼苗接種検定を用いた抵抗性評
価による選抜および圃場での実用形質評
価を行った。その結果、産地由来の根こ
ぶ病菌株に対して強度抵抗性を有し、花
蕾形態等の実用形質が良好なブロッコ
リー育種素材を開発した。
また、民間種苗株式会社の親系統を用

いた戻し交配および抵抗性評価を用いた
選抜により、花蕾形態が優れる根こぶ病
抵抗性系統を選定した。

根こぶ病抵抗性を有するブロッコリー育種素材

既存のブロッコリー品種が有する根こ
ぶ病抵抗性は不十分であるため、キャベ
ツが有する強度抵抗性を幼苗接種検定に
より効率的に導入し、根こぶ病強度抵抗
性を有するブロッコリー育種素材を開発
する。

中課題３ 根こぶ病強度抵抗性のブロッコリー品種候補の開発

【研究概要及び成果】

令和４年度補正予算「食料安全保障強化に向けた革新的新品種開発プロジェクトのうち食料安全保障強化に資する新品種開発」

根こぶ病はアブラナ科作物全般を犯す難防
除土壌病害である。ブロッコリーでは多くの
品種が十分な根こぶ病抵抗性を有していない
ため、大幅な収量低下が生じている。
本研究では、キャベツが有する抵抗性の導

入により根こぶ病強度抵抗性の育種素材開発
を行う。本育種素材を用いて育成される抵抗
性品種の利用により、根こぶ病被害の軽減お
よび国内生産量の増産による自給率向上が期
待できる。

ブロッコリーの根こぶ病罹病個体

達成目標 達成状況
・産地由来の根こぶ病菌株に対して強度
抵抗性を有し、実用形質が良好なブロッ
コリー育種素材を開発した。
・F1品種親系統の育成に向けて、実用形
質が優れる根こぶ病抵抗性系統を選定し
た。









１．研究背景・目的

２．研究内容と研究成果

３．達成目標と達成状況

担当研究機関：農研機構野菜花き研究部門 、新潟県農業総合研究所園芸研究センター、
埼玉県農業技術研究センター、群馬県農業技術センター

令和4年度補正予算「食料安全保障強化に向けた革新的新品種開発プロジェクトのうち食料安全保障強化に資する新品種開発」

対象品目：ナス

農研機構で育成した青枯病抵抗性品種「あのみ
のりパワー」の品種登録が完了し（2025年10月10
日：登録番号31319）、国内種苗会社から販売が開
始された。同品種を使って、群馬県粕川町の生産
現場において、半促成作型（3月～7月収穫）で収
量性を調査した結果、普及品種「PC鶴丸」と比較
して94.2％の収量性となり、収量性に問題がない
ことが確認された。2024年度に実施した夏越しの
半促成作型では、6月後半から大幅に収量が低下し
たことから、開花時期に高温となる状況を避けれ
ば、半促成作型でも利用可能であることが示され
た。3年間の結果を踏まえ、標準作業手順書
（SOP）を作成し、2026年4月の公開に向けて準備
を進めている。

青枯病の発生状況

青枯病はナス科野菜において最重要土壌病害であり、土
壌消毒や抵抗性台木の利用により対策が取られている。し
かし、環境負荷低減の観点から、土壌消毒農薬の削減は大
きな課題となっている。また、抵抗性台木への接ぎ木でも、
地上部からの感染をはじめ完全な対策は困難である。その
ため本研究では、農研機構において育成した青枯病抵抗性
ナス系統を「あのみのりパワー」として品種登録出願し
（2023年10月5日公表：第36903号）、主要産地での生産
力を含む適応性検定を実施するとともに、青枯病抵抗性を
評価し、品種登録後の普及につながる栽培マニュアル（素
案）を作成する。

達成目標
土壌消毒農薬の削減につながる
青枯病抵抗性穂木品種の標準作
業手順書（SOP）の素案を作成

達成状況
・「あのみのりパワー」の品種登録が完了
・複数の試験地で強度抵抗性を示し、汚染された圃場で
安定した生産性を発揮することを確認
・果実品質・収量性・作業性について普及品種と同等で
あることを複数の場所・作型で確認
・以上のデータでSOP原案を完了（2026年4月公開予
定）

半促成作型での収量性

中課題７ 土壌消毒農薬の削減に貢献する青枯病抵抗性ナス品種の開発および同品
種の栽培マニュアルの作成

【研究概要及び成果】




